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算機H汀AC S820／帥による計算や、筑波大学学術情報処理センターに新たに導入された  
VPP－500／30での格子qCD計算と合わせて、多くの研究成果を生み出した。また、共形場  
の理論の分野においては、2次元重力理論と位相的場の理論を主テーマとして、活発に研究  


























ー1－   
（1〕StT（3）ゲージ理論の有限温度相転移における表面張力   
StT（3）ゲージ理論の有限温度相転移が1次相転移であることが格子上の研究で明らか  
になっているが、これを初期宇宙の進化に応用する上で、閉じ込め相と非閉じ込め相   
との間の境界面の表面張力は極めて重要な情報である。並列計算機qCDPAXの小型   
機を使ったシミュレーションによって、格子上での様々な表面張力決定方法の比較検   
討を行ない、さらにqCDPAXによる大きな格子上のデータを使って表面張力を計算  
した（論文1l，13）。  




（3）格子qCDの相構造におけるフレーバー数依存性   
Wilsonクオーク作用を用いた格子qCDの数値シミュレーションにより、有限温度の  
非閉じ込め相転移をカイラル極限で調べ、その相転移の次数がフレーバー数が3以上  
6以下の時には1次だが、フレーバー数が2の時には連続的（2次転移、又はクロス   
オーバー、又は極めて弱い1次転移）であることを明らかにした（論文14，22，32）。  
（4）sクオークを含む格子qCDの有限温度相転移   
QCD有限温度相転移温度においてu，dクオークの質量は無視することが出来るが、  
sクオークは相転移温度と同じ程度の質量を持っているので、現実の宇宙初期のQC  
D有限温度相転移においてsクオークが微妙な影響を持つ可能性がある。この研究で   
はWilsonクオークを用いた格子QCDを〃f＝4の格子上で調べ、uコdクオークの   









て有限温度相転移がどのようになるかを研究した。その第1段階としてフレーバー数   
が2のqCDを調べ、標準作用の場合に連続極限からのずれと考えられていた現象が  
消えることを示した（論文34）。  









レーションの為の専用道並列計算機CP－PACSを設計し、その開発を推進した（論文   
12，19）。  













































ー 3－   
ティを破る相が存在することを示した（論文7）。  
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